
療
が
進
み
、
透
析
導
入
の
原
疾
患
と
し

て
の
割
合
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

③ 

腎
硬
化
症
（
図
5
）

加
齢
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
な
ど

に
よ
り
血
管
に
動
脈
硬
化
を
来
し
、
腎

血
流
が
低
下
し
て
腎
臓
萎
縮
と
線
維
化

が
起
こ
り
、
腎
機
能
が
低
下
す
る
も
の

で
す
。

④ 

多
発
性
囊
胞
腎
（
図
6
）

最
も
頻
度
の
高
い
遺
伝
性
腎
疾
患
で
あ

る
常
染
色
体
優
性
多
発
囊
胞
腎
は
、

両
側
の
腎
臓
の
皮
質
、
髄
質
に
多
数
の

嚢
胞
を
形
成
し
、
ま
た
実
質
の
萎
縮
と

線
維
化
を
伴
う
疾
患
で
す
。
進
行
性
の

腎
機
能
低
下
に
加
え
て
腹
痛
、
腹
部

膨
満
感
、
嚢
胞
感
染
、
血
尿
、
高
血

圧
な
ど
多
彩
な
症
状
を
認
め
ま
す
。

　
透
析
導
入
の
主
要
原
疾
患
の
1
位
で

あ
る
糖
尿
病
性
腎
症
と
3
位
で
あ
る
腎

硬
化
症
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
長
年
罹
患
す

る
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣

病
が
原
因
で
す
。
健
康
診
断
や
医
療
機

関
で
の
検
査
に
よ
っ
て
C
K
D
を
早
期

に
診
断
し
、
適
切
な
加
療
を
行
う
こ
と

で
、
C
K
D
の
重
症
化
を
防
ぎ
、
脳

卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
心
血
管
疾
患
の

発
症
を
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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す
。
腎
臓
が
萎
縮
し
て
い
た
ら
C
K
D

の
可
能
性
が
高
く
、
水
腎
症
が
み
ら
れ

た
ら
尿
路
閉
塞
の
解
除
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
下
大
静
脈
径
を
み
る
こ
と
で
血

管
内
脱
水
の
程
度
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
腎
生
検

　
尿
蛋
白
が
０
・
5
g
／
日
以
上
も

し
く
は
０
・
5
g
／
ｇ
Cr
以
上
の
場

合
、
尿
蛋
白
・
尿
潜
血
と
も
に
陽
性

で
あ
る
場
合
、
尿
潜
血
の
み
陽
性
で

あ
っ
て
も
尿
沈
渣
に
変
形
赤
血
球
や
病

的
円
柱
を
認
め
る
場
合
、
急
速
に
腎

機
能
悪
化
が
み
ら
れ
る
場
合
に
適
応
に

な
り
ま
す
。

　
C
K
D
が
進
行
す
る
と
末
期
腎
不

全
に
至
り
、
透
析
導
入
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
透
析
導
入
の
主
要
原
疾
患

は
1
位
糖
尿
病
性
腎
症
、
2
位
慢
性

糸
球
体
腎
炎
、
3
位
腎
硬
化
症
、
4

位
多
発
性
嚢
胞
腎
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
1
）。

① 

糖
尿
病
性
腎
症
（
図
2
、
3
）

　
糖
尿
病
歴
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、

微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
か
ら
顕
性
ア
ル
ブ

　第
1
回
は
、
鹿
児
島
県
の
現
状
と
し

て
、
全
国
と
比
較
し
て
C
K
D
（
慢
性

腎
臓
病
）
の
原
因
と
な
る
高
血
圧
や
糖

尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

患
者
さ
ん
が
多
く
、
C
K
D
が
進
行
し

て
末
期
腎
不
全
と
な
り
、
透
析
療
法

を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
い
と
い

う
話
題
で
し
た
。
第
2
回
は
C
K
D
の

検
査
と
原
因
疾
患
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き

ま
す
。
C
K
D
は
尿
蛋
白
な
ど
の
腎
障

害
を
認
め
る
、
も
し
く
は
糸
球
体
濾
過

量
（
G
F
R
） 

60
㎖
／
分
／
１
・
73

㎡
未
満
が
3
ヶ
月
以
上
持
続
す
る
状
態

を
い
い
ま
す
。

　
C
K
D
の
検
査
と
し
て
は
、
尿
検
査
と

血
液
検
査
を
ま
ず
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

腹
部
超
音
波
検
査
な
ど
の
画
像
検
査
や
腎

生
検
に
よ
る
病
理
検
査
を
行
い
ま
す
。

①
尿
検
査

　
随
時
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（
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と
き
に

尿
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採
る
）、
早
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最

初
に
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る
尿
を
採
る
）、
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尿
（
24
時

間
、
尿
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た
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採
る
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の
方
法
が
あ
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す
。
試
験
紙
に
よ
る
定
性
試
験

で
は
、
随
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尿
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早
朝
尿
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い
ま
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。
尿
ア
ル
ブ
ミ
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や
尿
蛋
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定
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蓄
尿
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け
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く
、
随
時
尿

や
早
朝
尿
で
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測
定
で
き
ま
す
。
そ
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と
き
は
、
同
時
に
尿
中
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を
測
定
し

て
尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
／
Cr
比
や
尿
蛋
白
／

Cr
比
を
求
め
て
評
価
し
ま
す
（
１
ｇ
の

Cr
当
た
り
の
量
）。
糖
尿
病
の
方
に
お

い
て
、
尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
／
Cr
比 

30
〜

2
9
9
㎎
／
ｇ
Cr
で
あ
れ
ば
微
量
ア
ル

ブ
ミ
ン
尿
と
診
断
し
ま
す
。
尿
蛋
白
／

Cr
比 

０
・
15 

ｇ
／
ｇ
Cr
以
上
の
蛋
白

尿
は
軽
度
蛋
白
尿
と
診
断
し
ま
す
。

ま
た
、
起
立
性
蛋
白
尿
を
除
外
す
る

た
め
に
、
一
度
は
早
朝
尿
の
検
査
を
行

い
ま
す
。

　
尿
潜
血
陽
性
の
と
き
は
尿
沈
渣
で

赤
血
球
の
存
在
を
確
認
し
、
赤
血
球

形
態
や
円
柱
に
よ
り
、
血
尿
が
糸
球

体
（
腎
臓
の
フ
ィ
ル
タ
ー
）
由
来
か
ど

う
か
鑑
別
し
ま
す
。

②
血
液
検
査

　
日
常
診
療
に
お
い
て
日
本
人
の

G
F
R
は
以
下
の
推
算
式
で
算
出
し
ま

す
。
e
G
F
R
（
㎖
／
分
／
１
・
73
㎡
）

＝
1
9
4
×C

r -1.094

×A
ge
-0.287

（
女

性
は
×
０
・
7
3
9
）。
血
清
Cr
測
定

時
に
自
動
的
に
算
出
し
て
く
れ
る
施
設

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
が

低
下
す
る
と
e
G
F
R
は
低
下
し
、

Cr
は
上
昇
し
ま
す
。
他
、
B
U
N
（
尿

素
窒
素
）
は
タ
ン
パ
ク
質
の
老
廃
物
で

腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
数
値
は
上

昇
し
ま
す
。
C
K
D
が
悪
化
す
る
と
尿

酸
や
K
、
P
値
が
上
昇
し
、
Ca
値
は

低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
貧
血
も
み
ら
れ

ま
す
。

③
画
像
検
査

　
腎
機
能
悪
化
を
確
認
し
た
場
合
、

ま
ず
は
腹
部
超
音
波
検
査
を
行
い
ま

C
K
D
の
検
査

C
K
D
に
い
た
る

原
因
疾
患
に
つ
い
て

② 
慢
性
糸
球
体
腎
炎
（
図
4
）

　
糸
球
体
に
慢
性
的
な
炎
症
が
起
こ
る

こ
と
で
、
尿
潜
血
や
尿
蛋
白
が
1
年
以

上
の
長
期
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
症
候

群
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
中
で
30

‐
40
%
を
占
め
る
の
は
I
ｇ
A
腎
症
で

す
。
メ
サ
ン
ギ
ウ
ム
増
殖
及
び
メ
サ
ン

ギ
ウ
ム
領
域
に
I
ｇ
A
優
意
の
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
沈
着
が
み
ら
れ
る
糸
球
体
疾

患
で
す
（
図
4
左
）。
I
ｇ
A
腎
症
の

う
ち
約
40
%
は
5
‐
20
年
で
末
期
腎

不
全
に
い
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
無
症
候
性
血
尿
を
検
診
で
指
摘

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
上
気
道

感
染
や
腸
炎
後
、
数
日
以
内
に
肉
眼

的
血
尿
が
み
ら
れ
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
次
に
大
量
の
蛋
白
尿
が
み

ら
れ
る
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
は
、
診

断
時
の
腎
機
能
が
す
で
に
低
下
し
て
い

る
場
合
や
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
の
免
疫
抑

制
剤
で
効
果
が
み
ら
れ
な
い
場
合
、徐
々

に
腎
機
能
が
低
下
し
、
末
期
腎
不
全
に

い
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
人
の
ネ

フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
主
要
な
原
因
の
膜

性
腎
症
は
図
4
右
の
よ
う
に
糸
球
体
基

底
膜
の
び
ま
ん
性
肥
厚
と
基
底
膜
の
上

皮
側
に
I
ｇ
G
な
ど
の
沈
着
物
（
ス
パ

イ
ク
形
成
）
を
認
め
ま
す
。
健
診
制
度

に
よ
る
検
尿
検
査
の
推
進
に
よ
り
慢
性

糸
球
体
腎
炎
の
早
期
発
見
、
早
期
治

ミ
ン
尿
を
経
て
G
F
R
が

低
下
、
糖
尿
病
網
膜
症
、

糖
尿
病
神
経
障
害
の
合

併
な
ど
を
伴
い
、
組
織

学
的
に
は
糖
尿
病
性
糸

球
体
硬
化
症
を
有
す
る

腎
疾
患
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
最
近
は
、
典
型

的
な
糖
尿
病
性
腎
症
に

加
え
、
顕
性
ア
ル
ブ
ミ

ン
尿
を
伴
わ
な
い
ま
ま

G
F
R
が
低
下
す
る
非

典
型
的
な
糖
尿
病
関
連

腎
疾
患
を
含
む
糖
尿
病

性
腎
臓
病
が
提
唱
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
稿
で
は

糖
尿
病
性
腎
症
に
つ
い
て

述
べ
ま
す
。
第
2
期
ま
で

は
腎
症
の
改
善
が
期
待

で
き
ま
す
が
、
第
3
期
に

な
る
と
腎
症
の
進
展
が

非
可
逆
的
に
な
り
、
顕

性
蛋
白
尿
出
現
後
は
腎

機
能
悪
化
の
進
展
が
早

く
な
り
ま
す
（
図
2
）。

組
織
所
見
で
は
糸
球
体

の
び
ま
ん
性
病
変
、
結

節
性
病
変
、
滲
出
性
病

変
が
み
ら
れ
ま
す
（
図

3
）。

よ
く
わ
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腎
臓
病
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D
に
い
た
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原
因
疾
患
と
検
査
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つ
い
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進
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、
透
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疾
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と
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の
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側
の
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の
皮
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、
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質
に
多
数
の

嚢
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を
形
成
し
、
ま
た
実
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の
萎
縮
と

線
維
化
を
伴
う
疾
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で
す
。
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行
性
の
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機
能
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に
加
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腹
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、
腹
部

膨
満
感
、
嚢
胞
感
染
、
血
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、
高
血

圧
な
ど
多
彩
な
症
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を
認
め
ま
す
。

　
透
析
導
入
の
主
要
原
疾
患
の
1
位
で

あ
る
糖
尿
病
性
腎
症
と
3
位
で
あ
る
腎

硬
化
症
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
長
年
罹
患
す

る
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣

病
が
原
因
で
す
。
健
康
診
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や
医
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機

関
で
の
検
査
に
よ
っ
て
C
K
D
を
早
期

に
診
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し
、
適
切
な
加
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を
行
う
こ
と

で
、
C
K
D
の
重
症
化
を
防
ぎ
、
脳

卒
中
や
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病
な
ど
の
心
血
管
疾
患
の

発
症
を
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す
る
こ
と
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要
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す
。
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腎
臓
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て
い
た
ら
C
K
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の
可
能
性
が
高
く
、
水
腎
症
が
み
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れ

た
ら
尿
路
閉
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の
解
除
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
下
大
静
脈
径
を
み
る
こ
と
で
血

管
内
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水
の
程
度
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
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④
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る
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、
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に
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に
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ま
す
。

　
C
K
D
が
進
行
す
る
と
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不
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に
至
り
、
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が
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す
。
透
析
導
入
の
主
要
原
疾
患

は
1
位
糖
尿
病
性
腎
症
、
2
位
慢
性

糸
球
体
腎
炎
、
3
位
腎
硬
化
症
、
4

位
多
発
性
嚢
胞
腎
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
1
）。

① 

糖
尿
病
性
腎
症
（
図
2
、
3
）

　
糖
尿
病
歴
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、

微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
か
ら
顕
性
ア
ル
ブ

　第
1
回
は
、
鹿
児
島
県
の
現
状
と
し

て
、
全
国
と
比
較
し
て
C
K
D
（
慢
性

腎
臓
病
）
の
原
因
と
な
る
高
血
圧
や
糖

尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

患
者
さ
ん
が
多
く
、
C
K
D
が
進
行
し

て
末
期
腎
不
全
と
な
り
、
透
析
療
法

を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
い
と
い

う
話
題
で
し
た
。
第
2
回
は
C
K
D
の

検
査
と
原
因
疾
患
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き

ま
す
。
C
K
D
は
尿
蛋
白
な
ど
の
腎
障

害
を
認
め
る
、
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3
ヶ
月
以
上
持
続
す
る
状
態

を
い
い
ま
す
。

　
C
K
D
の
検
査
と
し
て
は
、
尿
検
査
と

血
液
検
査
を
ま
ず
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

腹
部
超
音
波
検
査
な
ど
の
画
像
検
査
や
腎

生
検
に
よ
る
病
理
検
査
を
行
い
ま
す
。

①
尿
検
査

　
随
時
尿
（
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に

尿
を
採
る
）、
早
朝
尿
（
起
床
後
、
最

初
に
出
る
尿
を
採
る
）、
蓄
尿
（
24
時

間
、
尿
を
た
め
て
採
る
）
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。
試
験
紙
に
よ
る
定
性
試
験

で
は
、
随
時
尿
や
早
朝
尿
を
用
い
ま

す
。
尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
定
量
や
尿
蛋
白
定

量
は
蓄
尿
だ
け
で
は
な
く
、
随
時
尿

や
早
朝
尿
で
も
測
定
で
き
ま
す
。
そ
の

と
き
は
、
同
時
に
尿
中
Cr
を
測
定
し

て
尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
／
Cr
比
や
尿
蛋
白
／

Cr
比
を
求
め
て
評
価
し
ま
す
（
１
ｇ
の

Cr
当
た
り
の
量
）。
糖
尿
病
の
方
に
お

い
て
、
尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
／
Cr
比 

30
〜

2
9
9
㎎
／
ｇ
Cr
で
あ
れ
ば
微
量
ア
ル

ブ
ミ
ン
尿
と
診
断
し
ま
す
。
尿
蛋
白
／

Cr
比 

０
・
15 

ｇ
／
ｇ
Cr
以
上
の
蛋
白

尿
は
軽
度
蛋
白
尿
と
診
断
し
ま
す
。

ま
た
、
起
立
性
蛋
白
尿
を
除
外
す
る

た
め
に
、
一
度
は
早
朝
尿
の
検
査
を
行

い
ま
す
。

　
尿
潜
血
陽
性
の
と
き
は
尿
沈
渣
で

赤
血
球
の
存
在
を
確
認
し
、
赤
血
球

形
態
や
円
柱
に
よ
り
、
血
尿
が
糸
球

体
（
腎
臓
の
フ
ィ
ル
タ
ー
）
由
来
か
ど

う
か
鑑
別
し
ま
す
。

②
血
液
検
査

　
日
常
診
療
に
お
い
て
日
本
人
の

G
F
R
は
以
下
の
推
算
式
で
算
出
し
ま

す
。
e
G
F
R
（
㎖
／
分
／
１
・
73
㎡
）

＝
1
9
4
×C

r -1.094

×A
ge
-0.287

（
女

性
は
×
０
・
7
3
9
）。
血
清
Cr
測
定

時
に
自
動
的
に
算
出
し
て
く
れ
る
施
設

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
が

低
下
す
る
と
e
G
F
R
は
低
下
し
、

Cr
は
上
昇
し
ま
す
。
他
、
B
U
N
（
尿

素
窒
素
）
は
タ
ン
パ
ク
質
の
老
廃
物
で

腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
数
値
は
上

昇
し
ま
す
。
C
K
D
が
悪
化
す
る
と
尿

酸
や
K
、
P
値
が
上
昇
し
、
Ca
値
は

低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
貧
血
も
み
ら
れ

ま
す
。

③
画
像
検
査

　
腎
機
能
悪
化
を
確
認
し
た
場
合
、

ま
ず
は
腹
部
超
音
波
検
査
を
行
い
ま

C
K
D
の
検
査

C
K
D
に
い
た
る

原
因
疾
患
に
つ
い
て

② 

慢
性
糸
球
体
腎
炎
（
図
4
）

　
糸
球
体
に
慢
性
的
な
炎
症
が
起
こ
る

こ
と
で
、
尿
潜
血
や
尿
蛋
白
が
1
年
以

上
の
長
期
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
症
候

群
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
中
で
30

‐
40
%
を
占
め
る
の
は
I
ｇ
A
腎
症
で

す
。
メ
サ
ン
ギ
ウ
ム
増
殖
及
び
メ
サ
ン

ギ
ウ
ム
領
域
に
I
ｇ
A
優
意
の
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
沈
着
が
み
ら
れ
る
糸
球
体
疾

患
で
す
（
図
4
左
）。
I
ｇ
A
腎
症
の

う
ち
約
40
%
は
5
‐
20
年
で
末
期
腎

不
全
に
い
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
無
症
候
性
血
尿
を
検
診
で
指
摘

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
上
気
道

感
染
や
腸
炎
後
、
数
日
以
内
に
肉
眼

的
血
尿
が
み
ら
れ
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
次
に
大
量
の
蛋
白
尿
が
み

ら
れ
る
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
は
、
診

断
時
の
腎
機
能
が
す
で
に
低
下
し
て
い

る
場
合
や
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
の
免
疫
抑

制
剤
で
効
果
が
み
ら
れ
な
い
場
合
、徐
々

に
腎
機
能
が
低
下
し
、
末
期
腎
不
全
に

い
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
人
の
ネ

フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
主
要
な
原
因
の
膜

性
腎
症
は
図
4
右
の
よ
う
に
糸
球
体
基

底
膜
の
び
ま
ん
性
肥
厚
と
基
底
膜
の
上

皮
側
に
I
ｇ
G
な
ど
の
沈
着
物
（
ス
パ

イ
ク
形
成
）
を
認
め
ま
す
。
健
診
制
度

に
よ
る
検
尿
検
査
の
推
進
に
よ
り
慢
性

糸
球
体
腎
炎
の
早
期
発
見
、
早
期
治

ミ
ン
尿
を
経
て
G
F
R
が

低
下
、
糖
尿
病
網
膜
症
、

糖
尿
病
神
経
障
害
の
合

併
な
ど
を
伴
い
、
組
織

学
的
に
は
糖
尿
病
性
糸

球
体
硬
化
症
を
有
す
る

腎
疾
患
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
最
近
は
、
典
型

的
な
糖
尿
病
性
腎
症
に

加
え
、
顕
性
ア
ル
ブ
ミ

ン
尿
を
伴
わ
な
い
ま
ま

G
F
R
が
低
下
す
る
非

典
型
的
な
糖
尿
病
関
連

腎
疾
患
を
含
む
糖
尿
病

性
腎
臓
病
が
提
唱
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
稿
で
は

糖
尿
病
性
腎
症
に
つ
い
て

述
べ
ま
す
。
第
2
期
ま
で

は
腎
症
の
改
善
が
期
待

で
き
ま
す
が
、
第
3
期
に

な
る
と
腎
症
の
進
展
が

非
可
逆
的
に
な
り
、
顕

性
蛋
白
尿
出
現
後
は
腎

機
能
悪
化
の
進
展
が
早

く
な
り
ま
す
（
図
2
）。

組
織
所
見
で
は
糸
球
体

の
び
ま
ん
性
病
変
、
結

節
性
病
変
、
滲
出
性
病

変
が
み
ら
れ
ま
す
（
図

3
）。

よ
く
わ
か
る
腎
臓
病

C
K
D
に
い
た
る

原
因
疾
患
と
検
査
に
つ
い
て

吉
嶺
　陽
造

第
二
回

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

腎
臓
内
科
　部
長

図 2
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療
が
進
み
、
透
析
導
入
の
原
疾
患
と
し

て
の
割
合
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

③ 

腎
硬
化
症
（
図
5
）

加
齢
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
な
ど

に
よ
り
血
管
に
動
脈
硬
化
を
来
し
、
腎

血
流
が
低
下
し
て
腎
臓
萎
縮
と
線
維
化

が
起
こ
り
、
腎
機
能
が
低
下
す
る
も
の

で
す
。

④ 

多
発
性
囊
胞
腎
（
図
6
）

最
も
頻
度
の
高
い
遺
伝
性
腎
疾
患
で
あ

る
常
染
色
体
優
性
多
発
囊
胞
腎
は
、

両
側
の
腎
臓
の
皮
質
、
髄
質
に
多
数
の

嚢
胞
を
形
成
し
、
ま
た
実
質
の
萎
縮
と

線
維
化
を
伴
う
疾
患
で
す
。
進
行
性
の

腎
機
能
低
下
に
加
え
て
腹
痛
、
腹
部

膨
満
感
、
嚢
胞
感
染
、
血
尿
、
高
血

圧
な
ど
多
彩
な
症
状
を
認
め
ま
す
。

　
透
析
導
入
の
主
要
原
疾
患
の
1
位
で

あ
る
糖
尿
病
性
腎
症
と
3
位
で
あ
る
腎

硬
化
症
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
長
年
罹
患
す

る
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣

病
が
原
因
で
す
。
健
康
診
断
や
医
療
機

関
で
の
検
査
に
よ
っ
て
C
K
D
を
早
期

に
診
断
し
、
適
切
な
加
療
を
行
う
こ
と

で
、
C
K
D
の
重
症
化
を
防
ぎ
、
脳

卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
心
血
管
疾
患
の

発
症
を
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

す
。
腎
臓
が
萎
縮
し
て
い
た
ら
C
K
D

の
可
能
性
が
高
く
、
水
腎
症
が
み
ら
れ

た
ら
尿
路
閉
塞
の
解
除
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
下
大
静
脈
径
を
み
る
こ
と
で
血

管
内
脱
水
の
程
度
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
腎
生
検

　
尿
蛋
白
が
０
・
5
g
／
日
以
上
も

し
く
は
０
・
5
g
／
ｇ
Cr
以
上
の
場

合
、
尿
蛋
白
・
尿
潜
血
と
も
に
陽
性

で
あ
る
場
合
、
尿
潜
血
の
み
陽
性
で

あ
っ
て
も
尿
沈
渣
に
変
形
赤
血
球
や
病

的
円
柱
を
認
め
る
場
合
、
急
速
に
腎

機
能
悪
化
が
み
ら
れ
る
場
合
に
適
応
に

な
り
ま
す
。

　
C
K
D
が
進
行
す
る
と
末
期
腎
不

全
に
至
り
、
透
析
導
入
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
透
析
導
入
の
主
要
原
疾
患

は
1
位
糖
尿
病
性
腎
症
、
2
位
慢
性

糸
球
体
腎
炎
、
3
位
腎
硬
化
症
、
4

位
多
発
性
嚢
胞
腎
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
1
）。

① 

糖
尿
病
性
腎
症
（
図
2
、
3
）

　
糖
尿
病
歴
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、

微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿
か
ら
顕
性
ア
ル
ブ

　第
1
回
は
、
鹿
児
島
県
の
現
状
と
し

て
、
全
国
と
比
較
し
て
C
K
D
（
慢
性

腎
臓
病
）
の
原
因
と
な
る
高
血
圧
や
糖

尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

患
者
さ
ん
が
多
く
、
C
K
D
が
進
行
し

て
末
期
腎
不
全
と
な
り
、
透
析
療
法

を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
い
と
い

う
話
題
で
し
た
。
第
2
回
は
C
K
D
の

検
査
と
原
因
疾
患
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き

ま
す
。
C
K
D
は
尿
蛋
白
な
ど
の
腎
障

害
を
認
め
る
、
も
し
く
は
糸
球
体
濾
過

量
（
G
F
R
） 

60
㎖
／
分
／
１
・
73

㎡
未
満
が
3
ヶ
月
以
上
持
続
す
る
状
態

を
い
い
ま
す
。

　
C
K
D
の
検
査
と
し
て
は
、
尿
検
査
と

血
液
検
査
を
ま
ず
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

腹
部
超
音
波
検
査
な
ど
の
画
像
検
査
や
腎

生
検
に
よ
る
病
理
検
査
を
行
い
ま
す
。

①
尿
検
査

　
随
時
尿
（
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に

尿
を
採
る
）、
早
朝
尿
（
起
床
後
、
最

初
に
出
る
尿
を
採
る
）、
蓄
尿
（
24
時

間
、
尿
を
た
め
て
採
る
）
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。
試
験
紙
に
よ
る
定
性
試
験

で
は
、
随
時
尿
や
早
朝
尿
を
用
い
ま

す
。
尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
定
量
や
尿
蛋
白
定

量
は
蓄
尿
だ
け
で
は
な
く
、
随
時
尿

や
早
朝
尿
で
も
測
定
で
き
ま
す
。
そ
の

と
き
は
、
同
時
に
尿
中
Cr
を
測
定
し

て
尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
／
Cr
比
や
尿
蛋
白
／

Cr
比
を
求
め
て
評
価
し
ま
す
（
１
ｇ
の

Cr
当
た
り
の
量
）。
糖
尿
病
の
方
に
お

い
て
、
尿
ア
ル
ブ
ミ
ン
／
Cr
比 

30
〜

2
9
9
㎎
／
ｇ
Cr
で
あ
れ
ば
微
量
ア
ル

ブ
ミ
ン
尿
と
診
断
し
ま
す
。
尿
蛋
白
／

Cr
比 

０
・
15 

ｇ
／
ｇ
Cr
以
上
の
蛋
白

尿
は
軽
度
蛋
白
尿
と
診
断
し
ま
す
。

ま
た
、
起
立
性
蛋
白
尿
を
除
外
す
る

た
め
に
、
一
度
は
早
朝
尿
の
検
査
を
行

い
ま
す
。

　
尿
潜
血
陽
性
の
と
き
は
尿
沈
渣
で

赤
血
球
の
存
在
を
確
認
し
、
赤
血
球

形
態
や
円
柱
に
よ
り
、
血
尿
が
糸
球

体
（
腎
臓
の
フ
ィ
ル
タ
ー
）
由
来
か
ど

う
か
鑑
別
し
ま
す
。

②
血
液
検
査

　
日
常
診
療
に
お
い
て
日
本
人
の

G
F
R
は
以
下
の
推
算
式
で
算
出
し
ま

す
。
e
G
F
R
（
㎖
／
分
／
１
・
73
㎡
）

＝
1
9
4
×C

r -1.094

×A
ge
-0.287

（
女

性
は
×
０
・
7
3
9
）。
血
清
Cr
測
定

時
に
自
動
的
に
算
出
し
て
く
れ
る
施
設

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
腎
臓
の
機
能
が

低
下
す
る
と
e
G
F
R
は
低
下
し
、

Cr
は
上
昇
し
ま
す
。
他
、
B
U
N
（
尿

素
窒
素
）
は
タ
ン
パ
ク
質
の
老
廃
物
で

腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
数
値
は
上

昇
し
ま
す
。
C
K
D
が
悪
化
す
る
と
尿

酸
や
K
、
P
値
が
上
昇
し
、
Ca
値
は

低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
貧
血
も
み
ら
れ

ま
す
。

③
画
像
検
査

　
腎
機
能
悪
化
を
確
認
し
た
場
合
、

ま
ず
は
腹
部
超
音
波
検
査
を
行
い
ま

② 

慢
性
糸
球
体
腎
炎
（
図
4
）

　
糸
球
体
に
慢
性
的
な
炎
症
が
起
こ
る

こ
と
で
、
尿
潜
血
や
尿
蛋
白
が
1
年
以

上
の
長
期
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
症
候

群
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
中
で
30

‐
40
%
を
占
め
る
の
は
I
ｇ
A
腎
症
で

す
。
メ
サ
ン
ギ
ウ
ム
増
殖
及
び
メ
サ
ン

ギ
ウ
ム
領
域
に
I
ｇ
A
優
意
の
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
沈
着
が
み
ら
れ
る
糸
球
体
疾

患
で
す
（
図
4
左
）。
I
ｇ
A
腎
症
の

う
ち
約
40
%
は
5
‐
20
年
で
末
期
腎

不
全
に
い
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
無
症
候
性
血
尿
を
検
診
で
指
摘

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
上
気
道

感
染
や
腸
炎
後
、
数
日
以
内
に
肉
眼

的
血
尿
が
み
ら
れ
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
次
に
大
量
の
蛋
白
尿
が
み

ら
れ
る
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
は
、
診

断
時
の
腎
機
能
が
す
で
に
低
下
し
て
い

る
場
合
や
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
の
免
疫
抑

制
剤
で
効
果
が
み
ら
れ
な
い
場
合
、徐
々

に
腎
機
能
が
低
下
し
、
末
期
腎
不
全
に

い
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
人
の
ネ

フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
で
主
要
な
原
因
の
膜

性
腎
症
は
図
4
右
の
よ
う
に
糸
球
体
基

底
膜
の
び
ま
ん
性
肥
厚
と
基
底
膜
の
上

皮
側
に
I
ｇ
G
な
ど
の
沈
着
物
（
ス
パ

イ
ク
形
成
）
を
認
め
ま
す
。
健
診
制
度

に
よ
る
検
尿
検
査
の
推
進
に
よ
り
慢
性

糸
球
体
腎
炎
の
早
期
発
見
、
早
期
治

ミ
ン
尿
を
経
て
G
F
R
が

低
下
、
糖
尿
病
網
膜
症
、

糖
尿
病
神
経
障
害
の
合

併
な
ど
を
伴
い
、
組
織

学
的
に
は
糖
尿
病
性
糸

球
体
硬
化
症
を
有
す
る

腎
疾
患
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
最
近
は
、
典
型

的
な
糖
尿
病
性
腎
症
に

加
え
、
顕
性
ア
ル
ブ
ミ

ン
尿
を
伴
わ
な
い
ま
ま

G
F
R
が
低
下
す
る
非

典
型
的
な
糖
尿
病
関
連

腎
疾
患
を
含
む
糖
尿
病

性
腎
臓
病
が
提
唱
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
稿
で
は

糖
尿
病
性
腎
症
に
つ
い
て

述
べ
ま
す
。
第
2
期
ま
で

は
腎
症
の
改
善
が
期
待

で
き
ま
す
が
、
第
3
期
に

な
る
と
腎
症
の
進
展
が

非
可
逆
的
に
な
り
、
顕

性
蛋
白
尿
出
現
後
は
腎

機
能
悪
化
の
進
展
が
早

く
な
り
ま
す
（
図
2
）。

組
織
所
見
で
は
糸
球
体

の
び
ま
ん
性
病
変
、
結

節
性
病
変
、
滲
出
性
病

変
が
み
ら
れ
ま
す
（
図

3
）。

吉 嶺　陽 造

執筆者
出水総合医療センター
腎臓内科　部長

お
わ
り
に

3D CAD/CAM system

図 5

図 6
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国保かごしま

国保かごしまは本会ホームページからもご覧いただけます。
https://kokuhoren-kagoshima.or.jp

Con t e n t s
1　特集 トップインタビュー

住み続けたいまち 住んでみたいまちづくり
いちき串木野市長　田畑　誠一

4　ズームアップ ～国保・介護担当者紹介～
屋久島町　健康長寿課　保険年金係 主事補　森山　章太
天城町　保健福祉課　介護保険係 主事　前田　拓郎

6　保健師ルポ

それぞれの部署で課題に取り組み
市民の方々が健康で暮らせるまちを目指して
文／南さつま市　市民福祉部　保健課　地域健康係　係長　山口　美幸

子ども未来課　母子保健係　主査　久保紀美子
介護支援課　地域ケア推進係　係長　矢野　一美

8　国保連トピックス
・令和元年（平成31年）第2回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会
・令和元年度第三者行為求償事務担当職員研修会
・介護保険担当者研修会

13　レセプト点検のポイント
事例　遠隔モニタリング加算（在宅酸素療法指導管理料、在宅持続陽圧呼吸療法指導管

理料）の算定について

14　県政だより
・９月２４日から３０日までは「結核予防週間」です！
・かごしま健康イエローカードキャンペーン展開中です！
・１０月は「鹿児島県ピンクリボン月間」です
・１０月は「臓器移植普及推進月間」です

16　データボックス（医療）

22　データボックス（介護）

25　データボックス（障害者総合支援）

26　連合会SQUARE

28　県派遣研修報告

県庁生活での経験から得たもの
30　教えて健康法（第3回）

にこにこペースを理解しよう！
文／健康運動指導士　桑原　祐一

32　国保でHOT情報
特定健診を毎年受けましょう（さつま町）

地域の協力のもと５年連続特定健診受診率
70%を達成

34　よくわかる腎臓病（第2回）

ＣＫＤにいたる原因疾患と検査について
文／出水総合医療センター　腎臓内科　部長　吉嶺　陽造

半世紀を超える歴史のあるイベントで、吹上砂丘の北端の照
島海岸の海岸線を使うレースです。砂丘に乗り上げる馬や海
に飛び込む馬などユーモラスなレースのほか、サラブレットの
レースでは華麗な走りが観客を沸かせます。

（写真・文提供 いちき串木野市）

串木野浜競馬大会

様々な神や先祖霊に踊りを奉納することにより豊作を願い約
４００年もの間踊り続けられた国指定重要無形民俗文化財で
す。太鼓踊りを中心に牛・虎・鶴・鹿などの作り物や大名行
列、琉球王行列、薙刀行列などの行列を繰出すものです。

七夕踊

英国留学の藩命を受けた若き薩摩藩士１９名は、羽島からイ
ギリスに向け、命がけで密航に臨み、広く世界を見聞し、明治
維新の原動力となり、様々な分野で日本の近代化に貢献しま
した。彼らの偉業を資料や映像で紹介するミュージアムと
なっています。

薩摩藩英国留学生記念館

国保
鹿児島県国保連合会

KOKUHO KAGOSHIMA
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